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延 時 薬 に 関 す る 研 究 (第 2報)

廷晴美成 分の形状 について

(昭和 3D年 9 月ⅠSEl 受zt)

伊 慮 一 句;.悲 田 富 -

(東大工学苛 C山草放策)
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現軸 で虻用されている17七ゴyr守管の各

良.=お.Jるバク ･tを,裂ms以下.こするここ.三だし

いこうてある｡貰って時.=上るとniE-.J.p蓋すること
I/･あり,坑jtnだ3W .二鳥,･ては姓良作3Fがm沓∈れるO

ミヲ1-コソr洋℡の性比を向上させるため!二は,その

延時男が均一な放牧反応を行うことが必方である｡

Dt:采廷吋tめBgtのような杜絶11=はや拝P_.qO自己
だ洗三恋 こ33,.･て,その温良を支配するE3子:三,伺え
三鴇色大男の砂倉.=は蝕 の睦だ(組 ,ti:合等,iB
台状臼.ti羊J?7;ささ,糾 ,含水粥 であるこ

t､われており)).ま!=丑炭化バフウム-鉄案の想妖h:

瓜 こついて,SpICCJ)は粒度,淵&,技研圧,Booth')
は熱伝書払 粒度をかタでいる｡このように】反駁 応

に丑はす穀控の桝 は多くの人々の33めるところであ

最近tチ畝放免.こよる鞄斉の形ZB学的軒死A'･盛ん,=

なり,粒故i･al旅する壌合.投手の大きさのみならず

その形状がEuJ班になってきた｡.そこITわれわれは延時

<#の照焼のような反応に汝はす形状の脚 を検討する

ため,給付一淵 罪廷時葉(MSD用)E:鈍畔が泊々同

-てもってしかも形態の且つl=3fZの載イと茄二洪 (～

んがら)Fc･.0)を,それ{-れ加3成分として添加し,

I〔Jl〕
鉛frのJia合と伽 =上ると塊斑と世故抄IiD閉脚三夫
の血りである｡
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その他蚊ここつ..1て転威し1=｡淳'''xl_Lらほ延帝展主蚊分

である舟斤,王様 の影扶51悠反.=声はナ拝 を故射す
-さであるL'･,これらのものはFE-穀度■て音韻の影

Bを符ることはE33であるから止むを得ず拓3成分.二

つ,･て雑 を行.･.投漣の如..t掠累を符'=｡

Jl tt 荊

恭‡表.二あげ::ヱ'):こ.へ人がI)｣は拡鉄上り較近

したき勝 一兵争的αがCで昏托して称L7号1'='ので
ある｡-ん+,･ちJfは輯gnvナ=…t辰恭一裳'l･7∝-BdOCC

で伐.･て乃'=ものである｡へん一一ちCは孜梯 一読の

R=波.二塁h'_r妖き三ム=L靴 して武芸_+= Oで あ

る4lE,

肺 】 プl

-んがら .I IJ 0
WL fl 渉世故 故か鉄 il振放

羽 法 衣 ''( 乾 式 紬 犬

i(,'.思潮 な し SJn SiuH

各べんがらの純度はJLてFeeOJとしてq8,0,'以上で

あ7),分光分析の措黙,不洗物 (tTaee世LE)として

盛:=推げT=ようなものが苛められた｡丈X･rayでしら

ぺ こ̀摘果は,Fe亡OJの7Aを指空しナ=.

Ⅲ 屯早耳律枕的戟蕪

これらのべんがらを荘子放血までtP.蕪 レ:二｡鬼無 よ

Photo Tに戻す通り.-んJ.;ら｣の平考に予圧は約

51̀であ る｡べんがら〟はtl珠でそO平考世子技は杓

叫 であり,-んがち0.三五三約 15F.の針状を,'Lして

I.･石.(これらの澗定常'三秒 )̀ 二年井的30攻上P)東
L)■こものである｡)
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rF比表面事大の測定

丘JZJ)細敬二は-
1王,:沈艇.即ちlVleEZTlerの装

暮れ
,
水ずJF:111式也JZ渦淀拡l一再Ji漣月別tるが.こ

IlらのTJ法はStokeJのZLalを吉報と一.
&子,'t郷

と恢宅し-=ものであるJ､ら.べ
んがらJ王JOの=う

I
_･
Xi決のもの.i.王
施':大きく
適用
).こ
く･｡
t芋競

紺軍事
.=
よってLlは三七hる£',立撫託1書記は
I
_
&
.･J,･
ら
.
牧子D比羊苛訣f
_
)析してこれ,I_
Jqづ'=｡
抑比&奇脈S:;.
三一位:二fr椛笥蜘̀>Ji≡T

tZrH'･用いられる､.ここで.三
瀬悶好五二
,
{後作が促

伸'
_L
沢相賀苛法りニ1つ●こ｡
薄ま滋…
.
主遠心分れ蔚用沈

F4Jq!=耶琳,'_.･
隷較適当1}11度のスケ77ソ薮-
ソ′-ルlu流J'{加え,
とく朋して敬苛が呼&':楚す

る遥改

正し
一二使;遠Cl分れ執=かけ鮒J
_
pRj:.こ
沈特

i:せる.
その上頚瀬の一部̂Zビ̂'T
でとり,<ソ
ノ

ー'/J完全.
二頂たこJ-て幾つl ニスナ丁 )叫 等キ押JLナ
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2Ⅰ6 工 3:火 ･B ■ 公 tt ホ 16℡ TS4 缶

,-,｡こIt上｡L<軌 二吸話しT=スタア一ソ脈の句,･E求め FE5}れ■,I,水沼-熱 ll式粒度潤定畏●'Il-よって渦達しJこ
ろ｡.7771抄紙t腔を銭 :々=変えてスケTIy巾の蛸 甜取l煎2回の透りICある.

虫と平鵬 との野院-fEEに好 くと那 】皿 (-んがら

a)のよう/_道S'塾の敬諮符血族が和ら11る｡この機

の水平石.I,;放れて7I.E-J喝‡脊瓜がIt加しはじめろ八'JlP

',頼分子汲苛t(')r_P波の･-).世分子吸着tが榊
没収のLC.･二も7ころことは汝jk,7=JFl氏の11才指果YI

より明.I,三･でも,-,｡単分子蛸 .ニお･.1てスケT I y 辰

分子.iTE立IJて軒TtitJLく℡件讃方･-Zをって'.･ろと書え

らrLるから. スケ7Lyy蕨517-の脚 ･i･21̂Zとし

て.吸有史から比讃面汝を井出し.Fニ之より平t;也

芋ep-f計井する｡
この ミ)1=して判定しTこへんが(,A17.0の比i!

石肌三部2巽:=7r-(ナ通りである｡

､ ん が ら I P 0 I,･ 0 /23/⊥ P

hO･形 状 正方件 粒状

針状 ■いU:T3‡警告繋 菅 5 4 長- 02氏-1tAdJ頒 m7,g 16L･ 2TD FOJ L

12禦 胃警毒g禁 069 0
5

4 0･59 017r 燃 焼 tt学か .lT ZE:7

:30.1廼守男二.-ん'.lら l.II.0セJ5

A･.I.一志に}て姓機 〇六帝と '二,史55.1拝呈9b'..1 _TL!ezd(右.:至

芸.三推定9号.'_C3I.Llで.tノ石｡'133こhI.?電子讃弘 写兵liPh010 2に示し
-
I,

tl___一

一 勅 命- ;玉東 0/23I
L鈴丹70;庄よ;30J?上)I+

放牧力適い配合を選び.かつ(1芋の由か

いものJを･佐用し◆こC:三.へんがtl)の眺 外の位のE当字○搾 i

･出貫く7:u_'け38●ナ･-JT=めで

ある｡こItちの群斡Ig'i･盲

管にLE賦 二義 式.,て十一,I/I,7

ク'二よる鮒政を行つ/こ.各々'ニついて30

血筋 放し(=持環よりそC)平均阿(ラ)211J拙IO /5 20 25

30ド (R)を如 rLf恭3炎｡ja｡て･Jlr粒 子 至々

.I.C〇q ニ艮賢でもろ｡(JEを以ってtt 2 Pl ･一志メタ



妊It繋●こ関する帯電 (V･2iI) 217

モ (m事) 2Ⅰ82 2lLJ3 2.3.5 217.4
R (rnB) J6･5 97 300 -3.5

rL ES ヨ

0のよう11･針状のもの:ま当付･於如 不称 ･･也,.l考

えられる｡･lとガをjt&すると形状がJろくIjt要石

Ll3)大き･･'L,e>･脚ち世子環の小さ.･･ものが托 粂'L
も一こらすヱ)である｡そこでILと同じ屯法で官 =和正

O小さY･.-.しがちIr(Photo .)･･_Jつくり.rW こ

鰍 輸r-pffつT=dll/鳩 コ洪:こ示す通り比表面故

は大きく･E･つて平敬 子Qは小さ･､IJ{･爪やじ頓 の

糊 与は耶3よの如くJ～より称つて軌 心 染こfLつ1=｡
電子m tiAqf六でILこIr,･_p比接す.I:i,tl手Ef!王Il

は 17'の叫 話札 ヒである,JL･此月滋攻上りか ･=た羊

旺:i.ILは Il′の約 3倍であるBlT･:まtXj･妬軸 等

Jtp=よるtl子旺/一足五和 シ･ら37出し･=ti子喋が惑々

一計 Jて'･iuが･Il･三井常 二屋細 るcQZ.こ荘子励

L二三-1,tu rJ'思現の群 卜 箆･二輪 J･hるものこする

-. LLとWの -̂, +a)凱 もつ.I-̂きr･-富である｡
故 =tlqtつとト 睦 >-い川 で･三t芋H触 写井で比較

する上r)･比&面鏡 二よって比伯するrJ･{妥当であるC

那 .一､lゆ る樹 林の}'-Tが る=り讃面良で丑ず

る万一･仔1'.･｡これ'ませ埠･TTJtmi･屯･J場 面h-芯

でbるiL､うーっ･?Z椎 でIi.)･.･かと考えられる｡

1-LL5･1･IL:こぶ･L.て72手躾軸 牢芥と比讃血tU_ニ
り火桝こけ7-rBがそilぞIl過っている･_.-,ことは.
tZg･･?&軌て伽 ､て･-･く匹凸ノ･bつ.ごり.封 LtLで.b
つlこr7ナ-Jことを触 している.特こruEi;7･嫉鮎 玉
野井でもね･T･円∴塾rHlがもろこ .が払 ･,r,れらb

･ji '

O I ZIu

2丁

王◆こIi′の-L'' ･･ff･'･JIよr)却って大き･.･の.iiR合.
充攻守の虹の団子が教書している為1㌧と瓜かれ るの

で･如け (Pho10 2と向-)とIL'J･tiZi合 ･二LO
(7 I)･こついてTZ手ぜ及位で托- .早耳(Photo.3)

I=よると,舟F相 石I=べんがらの対賂fZ子茨瑚 し

た包子が肘甘していることが払 )ら1､Tこ.延坤和 棚

倉は珊 丁にヨ上1=けちれて耽 することzf出栽な
かつ'=がJ Jそらく阿盛の指菜がrlられるでも･･>)｡

この上):=iE合接･軸 I.1べんがらのFt･7･がカrlやZB
兼の言面.=附削 .r=りiH L1=りして,そのBの'Jh
で反仏す,-,舶 !,あるから･嘩時頚のヱト IL触 -_兼

も題当'地 史は･羽合する相手のnTの大き0.柑

:==つてiklるものと考えられる｡

ILヒ上場 株よ1=は初作間の放伐･こ!化 g･の大きさ

以外･二粒状.縄 の欲か 一彰7IL.棉.I_tl羊+,:ESかく

･'LるtTそilr,の形事が現わ1､てくる｡W ,息焚通史の

大き,､二二･･7てそD鼓菜- し･.こと- か,-J｡m E
のとト億 ,'{凱 尊台･二一主任 =並べ･こ=･･J･二r_7･･,弦状

であるこ>-J'･他 であるJj和 二は監■でもも敬 一,

多面錐･こすIJ坪 二哲仔で法･f考荘†べきで1,7,｡JH
はその石盤ノ:化-1=蜘 二㍍ +=めPhoT02のA-,亦A

Eaに状1■二･二哉状Ieも｢･1退 _妨コ民〇h･4っ
て一､ろ■t,tf諾t消 散 .こも幹するT=U.,その紙 上
不鞍 で我片IJ'きくLiR紬 の己周 岬 ..o故 二才木

灰1●'･昏El･卓E3氏‖h:i建坪tのだ牧 二加,.-=ii兼.秤
SE最の如 遭)こ勅 :大きく形7fすると史郎 1.ても･,-.

-つのZtJilは.そ6)桝 た.~あるとmH tる｡.I_.I淀fT,

軸 Eなど･こついての齢 11上枝n･こゆザろこ>_七する｡
YIZ 持 TB

以上の紙 は帯3EW .=よっ,･=･こJ･･5粗 的てあるが
埴時如 体についICI,次の 日 な粕幹が椎11これる.

'幼丹一別 ;の炉牧 こrHl子の大._ほ のふて･Lく,

形状･鮒 の≠態,1･I)棚 =入hlLけhlJ･1･LL>/.ll,.｡

持=Lt度･?小三･･'-二･'で･ift頓速度 二A.f十五書
が大き.,.A

2 号-fLr硬 二i球状-程だても7..,,恥 .J,_.),.I
'rL'･'√,jBil体 こする′こきでも-.,.

3･たま専捕 †ろ柏倉r托封 婿 の1で き=!･㌔方で
モチだ軸 でDtt=･此讃盲信｡杭 等を鯛 すべ
きでもろ｡

終り二割 比&甜 常E｡拝7･･_,支 J-=点大r.字研
究所1淑=鹿実.荒Jl圧又瓜 ･=･･･L,.歩牧的 淀
O謀釣-{交 ナ'=8･J;化繋Lb ･lI棚 真山EaiE早見 こ

孟宗する｡1-ll,人研究の-芯 主脚 年足文才JL科学

他 職 馳 =;つ･=･)のてたしてj沈 {̂削 ･石｡
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硝 酸 ア ン モ ニ ア の 物 性 (第二報)

(昭和381.rT-10)A2OFi 受充)

融 山 都 生

(旭化成荘伺JJggイナマイF群)

相承アソそこ丁の物性 (節一報).こ放て和缶夢 二田

選 J て指晶依出勺見地より,宏SZ及び申蟹定転移の現
虫を免じ'た.本棟賢は水分(.の踊味,'t･槻 Ll=結果で
ある｡

硝鯨アンそこTと水分との談E触りの則旧が和虻移.
周続投,防湿,結わ火等の間ZEri.支祝す,IJ凶手とILる串

E=軌 .関係が存在するE,

自 次

郎放Tyモ･aTと水
Ⅰ 7L.分と榊恢移

/ Pi.Li:tT

3 水分()放Itlr_井叩

･; )I(の扱)好

打 硝取アンモニアと水

1 水分と相中己渉

捕蔽7ソモ･=丁は吸湿等.二より水分が附く串 こよっ
て,.q品格子 二村 ヒ･:p及はすか.淑p,.は絹だ鞍の温皮

に変化を生ずるかr_ド-)琳 まZi礎Tsる仰Blである｡

その為b散財 科と乾鵬 の両者の:(伐写某を各

和 二ついて放って}AI;が両怨のW.二組 ▲aBめられlL

'･.7_k分は技品の終宇内.二は入って采IL･.･のであろ｡

無性忘.ニ3:り水分が8号出ごIt石と･.I)本が考えらマt

22

ち.印ちⅣ抱で放出∈rLろ水分の盈13とlf己.1梓,
1緒こ変化する書:こJ:つて放出だhる水分の丘とのr;打

i-_ほ自ずこ蓮見が存在すると.軌よれるので.魯相即J',.

Ⅰ楓 丁相.1相 Ⅳ相の温度1=て搬 乾はにより水

分の各モ邪宅をつくり.更に水分を席次汲如し1=q̂常々

も作成した.,

それ革の桔品は督温度r_てX朗的.二桝迩rJLら-た
が.掻く少免の水分.=よ,-)わめの広巻7'了の移行はlJ:いO

然し結晶核の生長,敢13!がある為め轍 苛rr,潜 が由る
が,之は時宜笹薮捗の生起及び満火のgtr二℡己した適JIU
i...1 _

()) 罪 科

(a) E昏悔美空菟煉沢村

きて幣を毛鮎管内J.=入れて拡散ポンプをa!期して井主監

に取引して試料瓢を熊 しつつ水分ri･除jiLl=挫毛輸

It?部の他端をガス焔で柑 する.
(h) 1403C更空だ蚊声【料

柵 を毛㍍ 内 二入れて托倣1.-ソ7lTLr使用して井空

乾燥,i3時間行うQ L相(1250-[69cc)内で能排すろ

義 )'400cil来室乾旗を布っ,た｡

(C) loooC真空蔓酷使拭将

lLiO｡CLこ放けるこ同一方法.=て 100eCi･_て荊空軽快
3時riF行う｡IOO〇Cは I相 (el～Z25cc)内にて乾蚊




